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現
代
は
、
科
学
技
術

の
発
展
に
よ
り
様
々
な

精
巧
な
製
品
が
生
ま
れ

て
い
る
。
特
に
Ｉ
Ｔ

製
品
は
、
日
進
月
歩
の

進
化
を
遂
げ
、
新
製
品

が
次
々
に
世
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
製
品
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
よ
う
に
金

や
銀
を
初
め
と
す
る
希
少
な
金
属

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

▼
使
用
さ
れ
る
鉱
物
は
、
世
界
の

様
々
な
場
所
で
発
見
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る「
レ
ア
メ
タ
ル
」と

呼
ば
れ
る
鉱
物
だ
。し
か
し
、採
掘

コ
ス
ト
の
理
由
か
ら
中
国
な
ど
幾

つ
か
の
国
が
産
出
国
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
だ
▼
日
本
は
、
残
念

な
が
ら
こ
う
し
た
産
出
国
か
ら

輸
入
す
る
し
か
な
い
か
ら
、
時
に

輸
入
不
足
に
陥
り
困
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
不
要
に

な
っ
た
機
器
か
ら
こ
う
し
た
希
少

金
属
を
取
り
出
す
技
術
を
発
達
さ

せ
た
。
お
か
げ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
と
し
て
有
用
と
な
り
、
今
で

は「
都
市
鉱
山
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
▼
こ
の
夏
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

授
与
さ
れ
た
約
5
0
0
0
個
の
メ

ダ
ル
は
、
日
本
の「
都
市
鉱
山
」か

ら
発
掘
さ
れ
た
金
属
で
作
ら
れ
た

そ
う
だ
。
自
治
体
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
家

電
製
品
な
ど
か
ら
抽
出
さ
れ
た
の

だ
と
い
う
。こ
の
経
験
か
ら
、資
源

立
国
で
は
な
い
日
本
と
し
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
発
展
を
図
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
だ

ろ
う
▼「
窮
す
れ
ば
通
ず
」と
い
う

が
、
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
効
薬

も「
都
市
鉱
山
」
メ
タ
ル
の
よ
う

に
な
ん
と
か
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌

を
記
念
し
た
特
別
展「
最
澄
と
天
台
宗

の
す
べ
て
」が
東
京
国
立
博
物
館
平
成

館
で
10
月
12
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
秘
仏

を
は
じ
め
と
し
た
ゆ
か
り
の
名
宝
が

出
展
さ
れ
て
お
り
、
開
宗
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
の
天
台
宗
の
歴
史
を
知
る
貴
重

な
機
会
と
な
る
。

　
特
別
展
は
、
令
和
3
年
か
ら
4
年
に

か
け
て
東
京（
11
月
21
日
ま
で
）、
九
州

（
令
和
4
年
2
月
8
日
〜
3
月
21
日
）、

京
都（
令
和
4
年
4
月
12
日
〜
5
月
22

日
）に
あ
る
国
立
博
物
館
で
開
催
す
る
。

延
暦
寺
や
全
国
の
天
台
宗
寺
院
等
が
所

蔵
す
る
秘
仏
や
、
国
宝
、
重
要
文
化
財

の
宝
物
な
ど
約
2
3
0
点
が
3
館
で

展
示
さ
れ
る
。

　
各
会
場
と
も
に
地
域
性
に
も
重
点
を

置
い
た
特
色
あ
る
展
示
で
観
覧
者
を
迎

え
る
。
東
京
会
場
で
は
、
比
叡
山
延
暦

寺
に
お
け
る
日
本
天
台
宗
の
開
宗
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
を
6
章
立
て
で
構
成
。

最
後
の
展
示
室
で
は
、
中
央
に
根
本
中

堂
内
部
を
一
部
再
現
し
、
時
計
回
り
に

め
ぐ
る
と
全
国
の
天
台
宗
の
特
色
あ
る

仏
像
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
展
示
を
担
当
し
た
皿
井
舞
平
常
展

調
整
室
室
長
の
話
で
は
、
伝
教
大
師

自
刻
の
伝
承
を
も
つ
な
ど
の
ゆ
か
り
の

尊
像
を
選
ん
だ
と
い
う
。

　
中
で
も
、
三
岐
教
区
願
興
寺（
蟹
薬

師
）の
薬
師
如
来
坐
像
は
、
伝
教
大
師

が
東
国
巡
化
の
際
に
自
刻
さ
れ
た
伝
承

が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
京
都
・
法
界
寺
の
薬
師
如
来

立
像
は
、
自
刻
さ
れ
た
根
本
中
堂
御
本

尊
の
薬
師
如
来
像
に
最
も
近
い
姿
を
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
秘
仏
で
、
今
回
特

別
に
出
展
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
日
本
最

大
の
肖
像
彫
刻
で
あ
る
深
大
寺
の
慈
恵

大
師
像
は
2
0
5
年
ぶ
り
の
出
開
帳

で
あ
り
、
眞
正
極
楽
寺
の
現
存
最
古
の

阿
弥
陀
如
来
立
像
は
寺
外
初
公
開
さ
れ

る
。
ま
た
、
現
存
す
る
伝
教
大
師
自
筆

の
手
紙
、国
宝
の
尺せ

き
と
く牘
、イ
ン
ド
、中
国
、

日
本
の
天
台
ゆ
か
り
の
人
物
た
ち
を
描

い
た
国
宝
の
平
安
絵
画
十
幅
の
展
示
も

あ
る
。

　
音
声
ガ
イ
ド
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は

歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
猿
之
助
さ
ん
が
務

め
て
い
る
。

　
開
会
前
日
の
10
月
11
日
に
は
関
係

者
向
け
の
内
覧
会
が
あ
り
、
天
台
宗
の

阿
部
昌
宏
宗
務
総
長
、
甘
井
亮
淳
法
人

部
長
、
延
暦
寺
の
水
尾
寂
芳
執
行
、

小
森
文
道
副
執
行
、
今
出
川
行
戒
副

執
行
ら
が
出
席
。
ま
た
東
京
教
区
の
林

觀
照
宗
務
所
長
は
じ
め
教
区
内
住
職
ら

が
参
加
し
、
期
間
の
無
事
を
祈
る
法
楽

が
営
ま
れ
た
。

　
な
お
、
混
雑
緩
和
の
た
め「
事
前

予
約
制（
日
時
指
定
券
）」を
導
入
し
て

い
る
が
予
約
不
要
の「
当
日
券
」
も
あ

る
。
詳
細
は
東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る「
展
覧
会
公
式
サ
イ
ト

チ
ケ
ッ
ト
ペ
ー
ジ
」へ
。

特
別
展「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」

東
京
国
立
博
物
館
で
は
じ
ま
る

秘
仏
な
ど
名
宝
揃
う
貴
重
な
期
間


